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トラック運送事業は約１６兆円の市場規模となり、物流市場全体

の約６割を占め、「くらしと経済のライフライン」として、国民生

活や産業活動に欠かすことのできない存在となっています。トラッ

ク運送事業は「人の力」で成り立っており、現場で働いているトラ

ックドライバーの活躍がなければ、私たちの業界は立ち行かなくな

ってしまいます。 

しかしながら、人手不足、特にドライバー不足の問題は年々深刻

な状況を呈しており、トラック運送事業の推進に大きな支障をきた

しております。 

このような中、平成３０年７月に公布された「働き方改革を推進

するための法律」において、長時間労働の是正を図る観点から時間

外労働について罰則付きの上限規制が導入されることになりました。

トラックの運転業務については、改正法施行の５年後（令和６年４

月１日）に年９６０時間（＝月平均８０時間以内）の上限規制が適

用されることとなり、労働生産性の向上や荷主との協力による取引

環境の改善などに取り組んでいるところであります。 

 「働き方改革」を実現し、トラック運送事業が更に社会貢献して

いく上で重要なのが、輸送効率を高めるための基盤となる道路網整

備です。特に大型車両が誘導車や時間の制限等なく、高速で走行で

きる道路網を整備していただくことが、輸送効率の向上にとって必

要不可欠であります。 

 特殊車両通行許可を必要とせずに大型車両が効率よく走行できる

道路網が整備されることを強く望んでおりますが、これらの実現に

は多大な予算と時間を要するのも事実であります。現在の道路網で

大型車両が走行するには、特殊車両通行許可が必要となるケースが

多く、その手続き件数は年々増加しています。 

 そこで、トラック運送事業者の手続き負担を軽減していただくと

ともに、付与条件を極力最小とすべく、以下の点について早急に実

現していただきますよう、お願い申し上げます。 
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１ 夜間２１時～６時の通行時間帯条件の緩和 

  夜間２１時～６時の通行時間帯条件を付されることにより、６

時までに着地に到着、その後８時まで待機、８時から積載物を降

ろして空車となった車両が２１時まで着地から出発できず、その

間ドライバーを拘束せざるを得ない状況にある。また、着地にて

待機できるスペースを確保してもらえない場合、外に出されるも

のの大型車両が駐車できる場所は無いに等しく、着地周辺で路上

駐車せざるを得ない状況である。 

 待 機 時 間 を 極 力 減 ら し 、 ド ラ イ バ ー の 長 時 間 労 働 を 解

消 す る た め 、 通 行 時 間 帯 条 件 に つ い て 以 下 の 内 容 を 実 現

していただきたい。 

〇 通 行 時 間 帯 の 見 直 し 及 び 昼 間 時 間 帯 の 追 加 を 認 め る こ

と。 

１７時～８時（通行時間帯の拡大） 

１０時～１６時（昼間時間帯の追加） 

 

〇幅３.２ｍまでの車両の目的地近隣待機場所までの昼間

運行を交通状況の支障等が少ない場合認めること。 

８時～１０時（早朝） 

１６時～１７時（夕方） 

 

〇幅３.２m までの空車車両について２４時間運行できる

よう認めること。 

空車時は実車時と比較して制動距離が短く、後方視認性

も良くなるなど、走行の安全性が改善され、昼間は夜間

よりも周囲からの視認性が良くなるため。 

 

  なお、これらの実現にあたり安全性等を具体的に確認していた

だけるよう、まずは試行的に区間と期間、時間帯を限定して特殊

車両通行を許可し、実走行データを集める社会実験を行うこと。 
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２ 誘導車配置条件の見直し 

特殊車両通行許可において特殊車両に誘導車を配置させる条件

が付与される場合、特殊車両１台につき前後１台ずつの計２台の

誘導車が必要とされる。また、「Ｃ・Ｄ条件箇所一覧」に明示

された区間および箇所が数多い。 

誘導車の台数を減らしたり、条件区間を更に限定するな

ど 運 用 改 善 す る 余 地 が 残 さ れ て い る の で は な い か と 考 え

ており、以下の内容を実現していただきたい。 

〇 ト ラ ッ ク 運 送 事 業 に お け る 人 手 不 足 の 解 消 や 生 産 性 向

上 を 図 る た め 、 交 通 の 安 全 確 保 等 に 支 障 の な い 範 囲 内

で誘導車の配置台数を削減すること。 

 

〇 誘 導 車 ド ラ イ バ ー の 長 時 間 労 働 及 び 人 員 不 足 を 解 消 す

るため、特例８車種、及び全長１ ７ｍ以下かつ幅３.２

ｍ 以 下 の 空 車 に つ い て は 、 寸 法 に よ る Ｃ 条 件 の 見 直 し

を 行 い 、 Ｂ 条 件 と な る よ う に し て 誘 導 車 の 配 置 を 無 く

すこと。 

その他の場合も、地域ごとの道路及び交通事情に応じた

誘導車配置条件とすること。 

 

な お 、 こ れ ら の 実 現 に あ た り 安 全 性 等 を 具 体 的 に 確 認

していただけるよう、まずは試行的に区間と期間、時間帯

を 限 定 し て 特 殊 車 両 通 行 を 許 可 し 、 実 走 行 デ ー タ を 集 め

る社会実験を行うこと。 
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３ 特殊車両通行許可範囲(寸法・重量・車種)の可能な限りの

最大化 

特例８車種の軸重許可上限値はエアサス駆動軸重で１１.

５ ト ン と 定 め る 通 達 が 平 成 ２７ 年 に 発 出 さ れ 、 特 例 ８ 車 種

で は １ １ .５ ト ン 軸 重 の 通 行 許 可 が 実 施 さ れ る よ う に な っ

た。しかしながら、同一道路における単車トラックの軸重に

ついては、１１.５トンの通行が許可されない。 

ま た 、 重 要 物 流 道 路 の 一 部 区 間で 特 殊 車 両 通 行 許 可 手 続

き を 不 要 と す べ く 、 一 般 的 制限 値 を 引 上 げ る 措 置 が 始 ま っ

た が 、 対 象 車 種 が 国 際 海 上 コン テ ナ 運 搬 用 の セ ミ ト レ ー ラ

連結車（40ft 背高）に限定されている。 

 

特 殊 車 両 通 行 許 可 を 行 う 際 に は、 通 行 で き る の に 許 可 し

な い と い う こ と の 無 い よ う 、道 路 の 通 行 能 力 を 最 大 限 に 発

揮させるべきである。構造上通行できる最大限の寸法・重量

ま で 許 可 上 限 値 を 引 上 げ 、 以下 の 内 容 を 実 現 し て い た だ き

たい。 

〇 単 車 ト ラ ッ ク の 軸 重 許 可 上限 値 は 、 特 例 ８ 車 種 と 同 様 に

すること。 

 

〇 重 要 物 流 道 路 の 特 殊 車 両 通行 許 可 手 続 き を 不 要 と す る 措

置 は 、 国 際 海 上 コ ン テ ナ 運 搬 用 の セ ミ ト レ ー ラ 連 結 車

（40ft 背高）と同等車両についても一般的制限値引上げ

措置の対象とし、特殊車両通行許可を不要とすること。 

 

〇 他 の 同 様 の 道 路 や 車 両 で 通行 許 可 し て い る 一 方 で 、 当 該

許 可 申 請 案 件 で 通 行 許 可 さ れ ない 場 合 が あ る 。 仮 に 通 行

し た 場 合 に ど の よ う な 支 障 が 生じ る の か 等 の 不 許 可 理 由

を 申 請 者 に わ か り や す く 説 明 し、 今 後 の 整 備 改 善 要 望 に

繋がるようにすること。   
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４ 新たな特殊車両通行制度の利便性確保 

令 和 ２ 年 ５ 月 に 道 路 法 が 改 正 され 、 成 立 か ら ２ 年 以 内 に

特 殊 車 両 通 行 許 可 手 続 き が 簡素 化 ・ 短 期 化 さ れ る こ と と な

った。事前に国土交通大臣への登録を受けた特殊車両が、即

時に通行可能経路を通行できるようになる。 

 特 殊 車 両 通 行 許 可 の 審 査 日 数 の 長 期 化 や 膨 大 な 申 請 手

間、それに伴う費用等の問題は、深刻なドライバー不足への

対 応 、 働 き 方 改 革 の 実 現 と いっ た 課 題 の 解 決 に 向 け た 大 き

な 足 か せ と な っ て お り 、 こ れら 問 題 解 決 の た め の 制 度 の 抜

本的見直しの動きを歓迎する。 

 

こ の 新 た な 制 度 を 有 効 な も の とし て 機 能 さ せ る た め に 、

以下の内容を実現していただきたい。 

〇新たな制度をできるだけ早期に運用開始すること。 

 

〇 都 道 府 県 道 や 市 区 町 村 道 を含 め て 国 が 一 括 し て 通 行 可 能

経 路 を 提 示 し 、 出 発 地 か ら 目 的地 ま で 新 た な 制 度 だ け で

完 結 で き る よ う 、 道 路 情 報 便 覧へ の 収 録 及 び 更 新 を 早 急

に進めること。 

 

○ 道 路 情 報 便 覧 へ の 収 録 及 び更 新 に つ い て 、 新 た な 経 路 発

生 に 合 わ せ て 即 時 デ ジ タ ル 化 する な ど 、 収 録 及 び 更 新 頻

度 を 増 や す と と も に 、 作 業 期 間を ３ ヶ 月 程 度 に 短 縮 す る

こと。 

 

○ 未 収 録 道 路 が 経 路 に あ る 場合 で も 、 過 去 の 通 行 実 績 に よ

り 通 行 実 績 以 下 の 車 両 で あ る こと が 確 認 で き る 場 合 は 、

過 去 の 実 績 デ ー タ を 活 用 し た 審査 が で き る よ う に す る こ

と。 
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〇 入 力 手 間 や デ ー タ 保 存 手 間等 を 極 力 少 な く す る な ど 、 新

た な 制 度 の 利 用 者 に と っ て 負 担感 が 小 さ く 、 使 い 勝 手 の

よいシステムとすること。 

 

〇 新 た な 制 度 の 利 用 者 に と って 、 利 用 し や す い 手 数 料 水 準

とすること。 

 

〇 寸 法 や 重 量 が 特 に 大 き い 貨物 を 運 搬 す る 車 両 等 は 対 象 外

と す る こ と な く 、 出 来 る 限 り 多く の 特 殊 車 両 が 新 た な 制

度の恩恵を享受できるような制度とすること。  
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５ 特殊車両通行許可手続きの簡素化・短期化 

新 た な 特 殊 車 両 通 行 制 度 の 運 用が 開 始 さ れ る が 、 ラ ス ト

マ イ ル な ど 一 部 区 間 が 対 象 とな ら な い ケ ー ス で は 、 対 象 と

な ら な い 区 間 だ け を 従 来 型 の特 殊 車 両 通 行 許 可 に て 取 得 す

ることになる。また、車両の寸法・重量などの事情から一部

車 両 が 新 た な 制 度 か ら 取 り 残さ れ 、 従 来 型 の 特 殊 車 両 通 行

許 可 の 手 続 き が 必 要 と な る 場合 が あ る も の と 考 え ら れ る 。

この場合に対応するため、新たな制度等に任せることなく、

以下の内容についても早急に実現すること。 

 

１ )特 殊 車 両 通 行 許 可 の 人 手 審 査 を 無 く す よ う シ ス テ ム 整

備し、審査を迅速化すること 

現 在 、 特 殊 車 両 通 行 許 可 件 数 の 約 ７ 割 が 人 手 審 査 を 要

す と と も に 、 自 動 審 査 が 始 ま っ て も 途 中 で 人 手 審 査 に 回

さ れ て し ま う 場 合 も 多 く あ り 、 許 可 申 請 後 に 許 可 証 が 発

行されるまでに時間を要している。 

〇 自 動 審 査 の 途 中 で 人 手 審 査 に 回 さ れ な い よ う 、 シ ス テ

ム だ け で 審 査 を 終 え る こ と が で き る シ ス テ ム に 改 善 す

ること。 

 

2)地方自治体への「自治体申請システム」の浸透を図ること 

令和２年６月より「自治体申請システム」が運用開始さ

れ、地方道のみのオンライン申請も可能となった。 

し か し な が ら 、 本 シ ス テ ム に て 申 請 可 能 な 地 方 自 治 体

は 一 部 に 限 ら れ て お り 、 従 来 通 り の 申 請 作 業 を 行 う 地 方

道 が 残 さ れ て い る こ と か ら 、 地 方 自 治 体 に 対 し て 浸 透 を

図 り 、 全 国 の 自 治 体 に て 本 シ ス テ ム を 利 用 可 能 と な る よ

うにすること。 

 

3)更新申請の簡便化、および原則即日で手続き完了すること 

更 新 申 請 を 同 一 内 容 で 申 請 す る 場 合 、 前 回 申 請 デ ー タ
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を 活 用 し て 再 入 力 を 省 く な ど に よ り 、 申 請 を 簡 便 に で き

るようシステム改善すること。また、申請から許可まで原

則即日で手続き完了できるよう措置すること。 

 

4)既存許可に同等以下の車両を追加する場合、原則即日で手

続き完了すること 

既 存 許 可 に 同 等 以 下 の 車 両 を 追 加 す る 場 合 、 既 存 許 可

デ ー タ を 活 用 し て 再 入 力 を 省 く な ど で 、 申 請 を 簡 便 に で

き る よ う シ ス テ ム 改 善 す る と と も に 、 申 請 か ら 許 可 ま で

原則即日で手続き完了できるよう措置すること。 

 

5)オンライン申請における経路作成での時間・手間のロスを

無くすこと 

オ ン ラ イ ン 申 請 に お い て 通 行 可 能 経 路 を 設 定 す る 際 に 、

新 た な 交 差 点 等 の デ ー タ が 更 新 さ れ て も 過 去 申 請 と 同 一

経 路 が 不 連 続 に な ら ず 、 自 動 で 連 続 し た 経 路 情 報 に ア ッ

プデートされること。（これまで許可申請者側に経路の作

り直しが発生し、時間・手間のロスが生じていた。）   

 

6)隣 接 す る 高 速 道 路 と 一 般 道 路 の ラ ン プ 部 通 行 に お け る 取

締りを行わないこと 

災害や渋滞等で予定通り運行できない場合、急遽、高速

道 路 と 一 般 道 路 と の 間 を 乗 り 換 え す れ ば 、 荷 物 の 到 着 遅

延 を 小 さ く す る と と も に ド ラ イ バ ー の 長 時 間 労 働 を 抑 え

ることができる。 

行 き 先 方 面 の 高 速 道 路 と 一 般 道 路 の 両 方 の 特 殊 車 両 通

行 許 可 を 得 て い る 場 合 に は 、 高 速 道 路 及 び そ の 両 側 に 隣

接 し て 並 行 す る 一 般 道 路 の 両 道 路 相 互 を 結 節 す る イ ン タ

ー チ ェ ン ジ の ラ ン プ 部 の 特 殊 車 両 通 行 許 可 を 得 て い な い

場 合 で も 、 乗 り 換 え 車 両 の ラ ン プ 部 通 行 に お け る 取 締 り

を行わないこと。 


